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１．女性メッセンジャーのネットワークを構築し、女性間での協力、情報交換の場を提供する。 
 

２．ＴＰＣでのメッセージを担当すると共に、要請があった場合には、教会、集会への女性 

メッセンジャーの紹介を行う。 
 

３．若手の女性メッセンジャーの育成をする。 

 

 

 

  

 

 

 

 TPC女性メッセンジャーの会 
TPC Woman Messengers (TWM) 
 

 

 

 

 

 
１．ＴＷＭメンバーが、お互いの働きに興味を持ち、良い連携が出来るように。 

２．日本に素晴らしい女性メッセンジャーがたくさん、おこされるように。 

３．教会が、地域のコミュニティの中心となるように。 

４．若い働き人がたくさんおこされ、無牧の教会がなくなるように。 

５．日本と世界のリバイバルのために 

その働きの一つが 「プロジェクトＫ」 
『ＪＴＪ宣教神学校の創立者である岸義紘先生が、喜びと楽しみをもって最優先で書き続けておられ、伝道者人生における

すべてを結集した「福音総合理解の眼で読む・新約聖書注解書シリーズ」は、キリスト教会の宝、大いなる遺産、一人でも

多くの主の働き人に用いていただき、主のご栄光を仰ぎ見たい！』主がお与えくださったヴィジョンは、主によって多く

の賛同者が起こされ「多角的視点で読み解くガラテヤ人への手紙」無料配布冊子の出版へと導かれました。来月には、

第 3 版を発行し、初版から合わせて 7,000 部、皆様にお届けできますことを、心から感謝しております。 

いつの時代にも、教会に形を変えて忍び込む「律法主義」と「福音の真理」の戦い。 

使徒パウロが、激烈に躍動し「信仰義認・信仰聖化」を教える『ガラテヤ人への手紙』に焦点を当てたこの冊子を、心躍ら

せお読みくださった貴方様は、その瞬間、「プロジェクトＫ」のチームメンバーです！ 

この働きの輪が、ますます拡がり、主のご栄光が全地に満ち溢れますように。 

 

 

ＪＴＪ宣教神学校を卒業した昨年の春 
25 歳でイエス様と出会い、受洗から 25 年間ずっと信仰を育んでいただいた母教会を離れ、

「その往く所を知らずして出で往けり」の御ことばを握って、信仰の一歩を踏み出した私を、 

ご真実なる主は、新しい働きへと導いてくださいました。 

今、私は、2014 年 11 月、天に召された矢島徹郎先生が、開拓から 20 年間、自活伝道を自ら 

実践された「ふじみ野キリスト教会」で、伝道師としてお仕えしつつ、5 つの超教派の働きに 

関わらせていただいております。 

 

 

 

 

「多角的視点で読み解くガラテヤ人への手紙」デジタル版のご案内 

電子書籍「パブー」というサイトに掲載されています。 

まず「パブー」を検索 → トップページの検索欄にカタカナで「ガラテヤ」と

入力して検索 → 冊子表紙がでます → 「本を開く」ボタンを押せば、内

容をすぐに読むことができ、また、ダウンロードして全ページ印刷もできます。 

「プロジェクトＫ」また「ガラテヤ冊子」に関するご意見、ご感想を、お寄せいた

だけましたら幸いです。 祈りの家出版 Mail : houseofprayerpub@gmail.com 

 

 

ふじみ野キリスト教会  

伝道師 高清水千秋 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜事務局より＞ 

今回、はずみと勢いで行ってしまった英国旅行。いたる所に古い教会。 

歴史と共に受け継がれてきた信仰を感じました。 

各種ご入金や献金は下記の口座にお願いいたします 

（口 座 名） TPC 女性メッセンジャーの会  

ゆうちょ銀行からご入金の場合 記号１０１１０ 番号２７９５１５１１  

他の金融機関からご入金の場合 店番０１８（普通）番号２７９５１５１ 

 

 会  長  保田みゆき  

会長代理  朝比奈二三代 

事 務 局  平石加代子  

サポート   所美保  

千代田区神田駿河台 2-1 OCC 404 号 

   東京プレヤーセンター内 

TEL & FAX 03-5577-6365 
Mail； info@tpc365.com 

 

（平石 Mail；myrtus@mb.infoweb.ne.jp） 

 

 

 

 
１日（日）山田真規子 

（TPC 女性メッセンジャーの会 会員） 

７日（土）高清水千秋 

（ふじみ野キリスト教会 伝道師） 

８日（日）朝比奈二三代 

（ハウスチャーチぶどうの木 主宰） 

１４日（土）所美保 

（となり人 主宰） 

 

 

２１日（土）市川セツ子 

（セツ子の部屋 主宰） 

２５日（水）山本悦子 

（下妻シャローム・キリスト教会 牧師） 

２８日（土）凪ゆうこ 

（ゴスペルシンガー） 

 

 

 

 

 

 

日時 ： ５月２８日（土）午前１０時～午後５時 

場所 ： お茶の水クリスチャンセンター８階 

            チャペル／ロビー 

参加費： 無料 

主催 ： 伝道団体連絡協議会 

    ℡ ＆ Fax 03-3291-5035 

    http://dendankyo.jimdo.co/ 

① 10:00 映画 De伝道  

講演小川政弘氏 福音ネット協力会 

② 11:30 オープン・オフィス 

OCC 内団体事務所 

③ 13:00 終活講演会 

「キリスト教葬制文化開拓を！」 

講演 清野勝男子師（土浦めぐみ教会） 

④ 15:300 ミニ・コンサート 

ピアノ 小堀英郎氏 クラシックギター 池田宏里氏 

 

 

 

ロンドンマラソンで賑わう、４月２４日（日）の午後３時過ぎ、うるさい程に鳴り響く鐘の

音に迎えられて会堂に入ると、英国紳士が、「カトリックではありません」「礼拝は４５

分ほどですね」等、人々の質問に丁寧に答えています。太いロープで区切られた中

に入れていただき「日本から来ました」とご挨拶すると、歓迎の言葉と共に、小冊子

（礼拝プログラム）を渡されました。 

故ダイアナ妃の結婚式で使われたことで、世界中で有名になったセントポール寺院

は、もとはカトリックの会堂です。ヘンリー八世の暴挙とも思われるカトリック脱会に

より、英国国教会が作られ、たくさんのカトリックの会堂が没収されたという経緯は、

英国を旅すると、古い教会に入るたびに聞かされる、あまりにも有名なお話です。 

席について、渡された小冊子をめくると、あたりまえですが、全て英語。にぶくなった頭

をフル回転させて、「ここでは、１４００年以上、神への礼拝を捧げています。今日、あなた

もこの、生きた伝統の一部となるのです。」というようなことが書かれているのを読み、

「かなわないなー」とそれだけで、感動。礼拝は、その小冊子に書かれたとおりに、美しい

聖歌隊とオルガンに導かれて、進んでいきます。あまりにも荘厳な会堂の中で行われる

礼拝に、正直、「形骸化された、形だけの礼拝では？」と、思っていましたが、そこで捧げ

られる祈りの一つひとつ、そして、あまりにも深く、素晴らしい説教。「生きた伝統」という

言葉の意味を実感しました。ロンドンを旅することがあったら、ぜひ、行ってみてください

ね。メッセージの内容は、FB グループの方で、後日、ご紹介させていただきますので、お

楽しみに。                     TWM 事務局 平石加代子 


